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通
信

　

国
民
投
票
手
続
き
法
立
案
、
防
衛
「
省
」
昇
格
、
各
種
有
事
法
制
の
確
立
、
地
域
住

民
を
「
戦
時
体
制
」
に
組
み
込
む
現
代
版
国
家
総
動
員
法
「
国
民
保
護
法
」「
機
密
保
護

法
」
の
強
化
・
策
定―

―

米
軍
再
編
の
本
質
と
実
態
を
、
在
日
米
軍
基
地
や
自
衛
隊
基

地
の
存
在
に
苦
し
む
地
域
住
民
の
目
線
で
報
告
・
批
判
・
検
証
す
る
。

ア
メ
と
ム
チ
で
軍
事
基
地
化
が
進
む
日
本

［
市
民
講
座
●
い
ま
に
問
う
］

米
軍
再
編
と
前
線
基
地
・
日
本【

編
】
木
村　

朗　

近　刊

　

二
月
・
三
月
に
配
本
し
た
『
旧
約
聖
書
物
語
』（
上
）（
下
）
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
表
紙
の
背
文
字
に
誤
植
が
あ
り
ま

し
た
。
店
頭
在
庫
は
ご
返
品
く
だ
さ
い
。
新
刊
委
託
期
間
中
で
す
の
で
逆
送
は
な
い
は
ず
で
す
。
ま
た
、
お
客
様
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
場
合
、
ご
住
所
を
ご
連
絡
い
た
だ
け
ば
差
し
替
え
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
直
接
無
料
で
お
送
り
し

５月中旬刊

1

【
執
筆
者
】
石
原
昌
家
（
沖
縄
国
際
大
学
教
授
）
／

高
良
鉄
美
（
琉
球
大
学
教
授
）
／
田
村
順
玄
（
岩
国

市
議
）
／
湯
浅
一
郎
（
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・

岩
国
）
／
舟
越
耿
一
（
長
崎
大
学
教
授
）
／
荒
川
譲

（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）
／
金
子
豊
貴
男
（
相
模

原
市
議
）
／
成
澤
宗
男
（
週
刊
『
金
曜
日
』
編
集
委

員
）
／
木
村
朗
（
鹿
児
島
大
学
教
授
）

　

沖
縄
、
佐
世
保
、
鹿
屋
、
岩
国
、
呉
、
相
模

原
、
横
田
、
横
須
賀
は
そ
れ
ぞ
れ
米
軍
の
大
基
地

を
抱
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
や
苦
し

み
が
日
本
全
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
。「
地
方
版
」「
地
方
紙
」
で
は
そ
こ
そ
こ
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
版
で
「
日
本
全
体
の
問

題
」
と
し
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら

大
事
故
・
大
事
件
以
外
ま
れ
だ
。
本
書
は
、
主
要

メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
な
い
米
軍
再
編
問
題
に
関
す

る
、
地
方
か
ら
中
央
へ
の
異
議
申
立
て
だ
。

　

ベ
ク
テ
ル
や
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
な
ど
軍

産
複
合
体
企
業
を
背
景
に
「
効
率
よ
く
」
戦
争
を

し
よ
う
と
す
る
米
国
ネ
オ
コ
ン
は
こ
こ
数
年
、「
金

づ
る
」
日
本
に
「
応
分
」
の
負
担
を
求
め
て
き
た
。

「
プ
レ
ス
リ
ー
命
」
の
小
泉
前
首
相
が
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
に
無
条
件
の
同
意
を
与
え
て
以
来
、
日
本

は
確
実
に
米
軍
の
自
費
傭
兵
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

米
軍
再
編
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
た
小
泉
純
一

郎
を
継
承
す
る
安
倍
首
相
は
、
「
美
し
い
国
」
を

連
発
す
る
。
し
か
し
て
そ
の
実
体
は
、「
二
十
面
相
」

な
ら
ぬ
「
戦
争
の
で
き
る
ふ
つ
う

0

0

0

の
国
」
だ
。
そ

う
考
え
る
と
小
沢
一
郎
民
主
党
党
首
も
、
安
倍
晋

三
と
五
十
歩
百
歩
、
同
じ
穴
の
む
じ
な
だ
。

　

東
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
ま

で
の
「
不
安
定
の
弧
」
へ
の
関
与
を
強
め
よ
う
と

す
る
米
国
の
国
家
利
益
は
、
日
本
と
は
な
ん
の
関

係
も
な
い
。
こ
の
点
は
強
調
し
て
あ
ま
り
あ
る
。

日
本
に
は
当
然
、
米
国
を
支
持
す
る
必
然
性
も
義

務
も
な
い
。

　

問
題
は
米
軍
だ
け
で
は
な
い
。
自
衛
隊
は
哨
戒

機
Ｐ
３
Ｃ
を
一
七
〇
機
保
有
し
て
い
る
。
米
軍
で

さ
え
二
〇
〇
機
程
度
だ
。
当
初
は
ソ
連
潜
水
艦
を

追
跡
す
る
対
潜
哨
戒
機
だ
っ
た
が
、
今
は
単
に「
哨

戒
機
」
と
名
称
を
変
え
、
そ
の
視
線
を
西
方
に
移

し
て
い
る
。
ま
た
米
国
以
外
で
世
界
で
は
じ
め
て

イ
ー
ジ
ス
艦
を
配
備
し
た
の
も
日
本
だ
。
こ
れ
以

上
何
を
、
米
国
は
日
本
に
要
求
す
る
の
か
。
す
で

に
沖
縄
に
は
米
国
に
と
っ
て
極
東
最
大
の
空
軍
基

地
・
嘉
手
納
が
あ
り
、
米
軍
唯
一
の
在
外
海
兵
隊
・

第
三
海
兵
遠
征
軍
が
駐
屯
し
て
い
る
。

　

米
軍
再
編
の
実
体
を
見
て
み
る
。
ま
ず
、
シ
ア

ト
ル
に
あ
る
米
陸
軍
第
一
軍
団
が
横
田
へ
や
っ
て

き
て
自
衛
隊
中
央
即
応
集
団
と
共
同
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
自
衛
隊
中
央
即
応
集
団
は
「
精

鋭
」
を
う
た
わ
れ
た
習
志
野
の
第
一
〇
一
空
挺
団

が
中
核
だ
。
厚
木
に
飛
ん
で
き
て
夜
間
訓
練
（
Ｎ

年
間
六
回
の
発
行
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、今
号
（
４
号
）
か
ら
「
偶
数
月
・
月
末
発
行
」
を
原
則
に
、常
備
・

フ
ェ
ア
、
新
刊
・
増
刷
等
、
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
月
に
不
定
期
の
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【お詫びと
お知らせ】

ま
す
。
な
お
、
今
号
の
案
内
状
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
あ
ら
た
め
て
ご
注
文
い
た
だ
け
れ
ば
「
３
延
」
で
再
出
荷
し

ま
す
。
返
品
は
い
つ
で
も
入
帳
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
月
は
常
備
の
案
内
を
別
途
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ご
検
討
の
上
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

憲
法
改
悪
の
た
め
の
国
民
投
票
手
続
き
法
案

と
、
政
府
の
意
向
に
従
う
程
度
に
応
じ
て
交
付
金

を
与
え
る
米
軍
再
編
特
措
法
が
、
衆
議
院
で
あ
っ

と
い
う
間
に
通
過
し
た
。
安
倍
首
相
は
、
こ
の
、

ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
へ
の
「
お
土
産
」
を
持
っ
て

今
月
（
四
月
）
訪
米
す
る
。
米
軍
再
編
と
は
、
海

外
で
の
日
米
共
同
の
軍
事
作
戦
を
可
能
に
す
る
こ

と
、
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」
や
「
海
外
派
兵
」

を
な
し
崩
し
的
に
行
う
環
境
＝
有
事
体
制
を
作
り

上
げ
る
こ
と
（
木
村
朗
）
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質

と
、
基
地
周
辺
の
地
域
で
い
ま
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
本
書
で

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
〈
沖
縄
の
基
地
被
害
状
況
を
起

点
に
、
佐
世
保
か
ら
見
え
る
「
戦
争
を
す
る
体
制

作
り
」
、
鹿
屋
で
の
米
軍
空
中
給
油
機
受
け
入
れ

反
対
闘
争
、
「
岩
国
基
地
沖
合
移
設
事
業
」
に
揺

れ
る
岩
国
、「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
基
地
群
（
呉
と
岩
国
）、

神
奈
川
（
キ
ャ
ン
プ
座
間
・
厚
木
基
地
・
相
模
総

合
補
給
廠
）
で
進
む
基
地
強
化
と
立
ち
上
が
る
市

民
、
恐
る
べ
き
侵
略
拠
点
（
横
須
賀
基
地
）
の
実

態
、
戦
略
的
中
継
基
地
か
ら
日
本
の
軍
事
中
枢
へ

（
横
田
基
地
）
、
と
全
国
各
地
の
基
地
を
め
ぐ
る
状

況
を
市
民
の
視
点
で
分
析
〉（
「
ま
え
が
き
」
よ
り
）

し
て
、
米
世
界
戦
略
の
中
で
前
線
基
地
化
し
つ
つ

あ
る
日
本
の
実
態
が
本
書
で
報
告
さ
れ
る
。

　

そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
米
軍
再
編
に
よ

る
米
軍
と
自
衛
隊
の
一
体
化
や
本
土
の
「
沖
縄
化
」

が
、日
本
全
体
の
監
視
社
会
化
・
警
察
国
家
化
（
国

民
保
護
法
案
や
共
謀
罪
創
設
）
と
表
裏
一
対
の
も

の
と
し
て
進
行
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
従
軍
慰
安
婦
問
題
や
教
科

書
に
お
け
る
集
団
自
決
削
除
問
題
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
事
実
そ
の
も
の
を
闇
か
ら
闇
に
葬
り
去
る

た
め
に
は
黒
を
白
と
言
い
く
る
め
る
こ
と
も
恥
じ

な
い
安
倍
首
相
と
そ
の
一
派
が
多
数
を
形
成
す
る

超
保
守
政
権
の
売
国
奴
的
・
好
戦
的
体
質
は
明
々

白
々
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
手
新
聞
・
Ｔ

Ｖ
な
ど
の
大
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
危
険
性
を
わ
か
り

易
く
指
摘
・
分
析
し
て
大
々
的
に
報
道
す
る
こ
と

も
な
い
し
、
日
本
人
の
多
く
も
我
関
せ
ず
、
で
あ

る
こ
と
も
事
実
だ
。

　

で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
と
い
う
思
い
で
、「
一

人
ひ
と
り
の
市
民
が
い
ま
こ
そ
声
を
挙
げ
て
行
動

を
起
こ
す
こ
と
を
呼
び
か
け
た
い
。
手
遅
れ
に
な

っ
た
あ
と
で
後
悔
す
る
、
と
い
う
か
つ
て
犯
し
た

過
ち
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
」（
木
村
朗
）、

本
書
が
出
来
上
が
る
。
基
地
周
辺
の
苦
悩
や
問
題

が
読
者
に
切
々
と
伝
わ
る
は
ず
だ
。

　

地
域
か
ら
見
た
米
軍
再
編
を
報
告
し
た
本
で
は

あ
る
が
、
本
書
の
テ
ー
マ
は
わ
た
し
た
ち
に
無
縁

で
は
な
い
。
平
和
国
家
日
本
の
崩
壊
は
も
う
始
ま

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。（
小

木
）
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▲ 2006年 11月 12日、補給艦「とわだ」の 6回目の呉出

港に抗議するピースリンクの平和船団。右奥に「とわ

だ」が見えている。


